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３月25日、堀之内地区にて「堀之内高齢者支え合いセンター」の竣工祝いが開催されま
した。支え合いセンターは神城断層地震によって全壊した堀之内区公民館の場所に新た
に建てられました。地区の公民館の役割としてだけでなく、ご年配の方々が気軽に集まっ
て日々のコミュニケーションをさらに深めていく場所にもなっています。震災による復
興がまた一歩進んだと感じられる一日となりました。



平成28年度予算　が議決されました
【予算編成にあたって】

　平成28年度予算が3月議会で成立しましたので、概要についてお知らせします。昨年度から引き続き、平成26年11月に発
生した災害対策として、早期復旧・復興に向けた予算とするため、事業の見直しや緊急性の低い事業は来年度へ先送りするもの
とし、災害復旧・復興へ優先した予算や今年度開催する冬季国民体育大会スキー競技会の成功に向けた予算としました。また、
今年度から始まる第5次総合計画は予算編成時には策定中ではありましたが、策定中の基本目標や白馬村総合戦略に基づき、
今後の本格的な人口減少社会の到来を見据え、将来に向け持続可能で、かつ新しい魅力と活力に満ちた「まちづくり」に取り組
むための予算としました。
　これまで、財政健全化に向けた取り組みの結果、五輪関連施設建設により増加した公債費負担も順調に減少し、当村の財政は
適正になりつつあります。今年度は、村道などの災害復旧や被災住宅の修繕補助の継続、震災復興村営住宅の建設など災害関
連経費で5億9100万円ほど計上し、総額65億3200万円昨年度より1億5000万円下回りましたが昨年度と同程度の大型
予算となりました。
　今後も村民の皆様とともにより良い行政運営を進めて参りますので、皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

白馬村長　下川 正剛

※百万以下を四捨五入しています

【歳入】65億3,200万円（単位：百万円） 【歳出】65億3,200万円（単位：百万円）

村税 1,321（20.3％）

総務費 
1,426（21.9％）

民生費
1,087（16.6％）

衛生費
775（11.9％）

農林業費
188（2.9％）

観光商工費 271（4.2％）

土木費 
1,294（19.8％）

消防費
231（3.5％）

教育費
329（5.0％）

災害復旧費
33（0.5％）

公債費
710（10.9％）

その他 110（1.6％）
議会費 78（1.2％）

地方交付税 
1,655（25.4％）

国庫支出金
589（9.0％）

県支出金
358（5.5％）

繰入金
259（4.0％）

村債
1,086（16.6％）

その他
1,227（18.6％）

分担金及び負担金
37（0.6％）
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歳入の主な項目　10万円以下切捨て
歳入項目 予算額 対前年比 主な内容と増減額

村 税 13億2,000万円 0.5% ・村民税：2,000万円増　　　　　　・固定資産税：2,100万円減
・たばこ税：700万円増　など

地方譲与税 6,500万円 -1.5% 譲与税には地方揮発油譲与税と自動車重量譲与税があります。
県の推計乗率により算出しています。

地方交付税 16億5,500万円 0.3% 地方財政計画や昨年度の交付実績、特殊事情などから0.3％の増額を見込みました。
・普通交付税：1,000万円増　　　・特別交付税：500万円減

国庫支出金 5億8,900万円 -65.6%
減額の主なものは神城断層地震の災害復旧関連の補助金（13億3,500万円の減）です。
その他の主なもの
・社会資本整備総合交付金（震災復興村営住宅建設補助金）：2億6,800万円

県 支 出 金 3億5,700万円 29.0%
天狗山荘のトイレ改修や震災復興村営住宅建設などで増額となっています。
・山岳環境保全事業補助金：2,200万円増
・被災者向け公営住宅建設促進事業補助金：5,900万円　など

分 担 金・
負 担 金 3,600万円 -7.0% 各種負担金の増減により微減となりました。

・有害鳥獣被害防止対策事業負担金：300万円減　など

繰 入 金 2億5,800万円 -30.0%
ふるさと白馬応援（ふるさと納税）やウイング21の借入の繰上償還など特定目的基金を
繰り入れています。
・財政調整基金：1億8,000万円減　　・減債基金：8,300万円増
・ふるさと白馬村を応援する基金：2,000万円減

村 債 10億8,600万円 57.0%
広域ごみ処理施設建設負担金や震災復興村営住宅建設などで増額となっています。
・災害復旧事業債：3億2,800万円減　・公営住宅建設事業債：2億1,300万円
・一般廃棄物処理事業債：3億3,000万円増　　など



平成28年度予算　が議決されました
【予算編成にあたって】

　平成28年度予算が3月議会で成立しましたので、概要についてお知らせします。昨年度から引き続き、平成26年11月に発
生した災害対策として、早期復旧・復興に向けた予算とするため、事業の見直しや緊急性の低い事業は来年度へ先送りするもの
とし、災害復旧・復興へ優先した予算や今年度開催する冬季国民体育大会スキー競技会の成功に向けた予算としました。また、
今年度から始まる第5次総合計画は予算編成時には策定中ではありましたが、策定中の基本目標や白馬村総合戦略に基づき、
今後の本格的な人口減少社会の到来を見据え、将来に向け持続可能で、かつ新しい魅力と活力に満ちた「まちづくり」に取り組
むための予算としました。
　これまで、財政健全化に向けた取り組みの結果、五輪関連施設建設により増加した公債費負担も順調に減少し、当村の財政は
適正になりつつあります。今年度は、村道などの災害復旧や被災住宅の修繕補助の継続、震災復興村営住宅の建設など災害関
連経費で5億9100万円ほど計上し、総額65億3200万円昨年度より1億5000万円下回りましたが昨年度と同程度の大型
予算となりました。
　今後も村民の皆様とともにより良い行政運営を進めて参りますので、皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

白馬村長　下川 正剛

※百万以下を四捨五入しています
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歳出の主な項目（目的別）　10 万円以下切捨て  
歳出目的別項目 予算額 対前年比 主な内容と増減額

議 会 費 7,800万円 -6.9% 議員報酬のほか、議会運営に係る経費です。
・議員共済会負担金：500万円減　　など

総 務 費 14億2,500万円 67.5%
全般的な管理事務、企画、環境、徴税、戸籍、選挙、五輪施設維持管理などに
係る経費です。
・庁舎・多目的施設耐震等改修：1億3,400万円
・ジャンプ競技場、スノーハープ改修：2億6,800万円増　など

民 生 費 10億8,600万円 -4.7%
老人福祉、児童福祉、障害者福祉、保育所、介護保険、福祉医療などに係る経
費です。
・地域支え合いセンター整備：6,000万円減　　・住民国保事業：1,400万円増
・臨時福祉給付金事業：400万円増　　など

衛 生 費 7億7,400万円 26.2%
衛生、検診等保健予防、ごみ処理、し尿処理などに係る経費です。
・災害廃棄物処理：2億1,800万円減　・安曇総合病院改築負担金：1,200万円
・広域ごみ処理施設建設負担金：3億6,500万円増　　など

農 林 業 費 1億8,800万円 -0.3% 農業振興、農業委員会、土地改良、林業、地籍調査などに係る経費です。
・小水力発電施設整備：300万円減　など

観光商工費 2億7,100万円 18.0%
観光振興、商工振興に係る経費です。
・天狗山荘トイレ改修：4,900万円
・観光・防災Ｗｉ - Ｆｉステーション整備：400万円　など

土 木 費 12億9,400万円 96.0% 道路関連（新設改良、維持補修）、除雪経費、下水道事業への繰出金などです。
・震災復興村営住宅建設：5億4,800万円　　・道路維持補修：2,300万円増　など

消 防 費 2億3,100万円 -0.5%
消防団、常備消防、防災事業に係る経費です。
・消防デジタル無線購入：1,400万円減　　・消防小型ポンプ付積載車：900
万円増　　・防災計画更新及び災害記録集：900万円　　など

教 育 費 3億2,800万円 -6.9% 小・中学校、社会教育、社会体育、教育委員会に係る経費です。
・共同調理場建設設計委託：2,000万円減　　・学校環境整備：1,400万円減　など

災害復旧費 3,300万円 -98.0%
長野県断層地震に係る災害復旧事業の経費です。
・農林業施設：5億7,100万円減　　・公共土木施設：10億5,400万円減
・伝統的建造物群：2,100万円減

公 債 費 7億1,000万円 12.9%
過去に借り入れした資金（起債）の償還金（元金+利子）です。今年度はウイ
ング21の借入の一部を減債基金を活用し繰上償還（1億6,200万円）をする
ため、昨年度より増額となっています。

歳出の主な項目（性質別）　10 万円以下切捨て
歳出目的別項目 予算額 対前年比 主な内容と増減額

人 件 費 9億2,600万円 28.4% 休業中の職員の復帰、職員数の増、臨時職員等（物件費）から嘱託職員（人件費）
への身分変更により人件費が増加しています。

物 件 費 7億8,500万円 -34.7%
消耗品、光熱水費、委託費、備品購入費など消費的支出です。
・災害廃棄物処理：2億1,800万円減　　・消防デジタル無線機購入：1,400
万円減　　など

維持補修費 3億1,400万円 21.1% 公共施設の補修、除雪費などの経費です。
・村道維持補修：2,300万円増　　・除雪委託料：1,200万円増　など

扶 助 費 3億1,900万円 -3.0% 児童、老人、障害者の方々への扶助的経費です。
・老人福祉施設措置費：600万円減　など

補 助 費 等 12億3,500万円 44.1%
各種補助金、負担金です。
・安曇総合病院改築負担金：1,200万円
・広域ごみ処理施設建設負担金：3億6,500万円増　　など

普 通 建 設
事 業 費 13億6,500万円 394.2%

道路、学校、福祉施設などの公共用施設の新増設などの建設事業に係る投資的
経費です。
・庁舎・多目的耐震等改修：1億3,400万円　　・震災復興村営住宅建設：5
億3,500万円　など



平成28年度 固定資産税納税通知書を発送しました

福祉医療制度についてお知らせ

固定資産税とは

　福祉医療制度は、受給者の方が医療機関を受診し支払った保険適用医療費の自己負担分の一部を助成する制度です。
　県内医療機関で受給者証を提示のうえ受診された場合は、原則診療月の3か月後に指定の口座へ振り込みと
なりますが、次の場合は申請が必要です。

■県外医療機関で受診された場合
■受給者証を提示しなかった場合
　　
　※診療月から１年を経過すると申請ができませんので、お早めに手続きをしてください。

　支給される額は、ひと月ごと医療機関ごとに作成される診療報酬明細書ごとに500円が控除された額が支給されます。

固定資産税は、毎年1月1日に土地・家屋・償却資産を所有している人が、その固定資産の価格をもとに算定された
額を納める税金です。

固定資産税は村税収入の約7割を占め、基礎的な行政サービスを提供するために重要な役割を果たしています。期
限内の納付にご協力をお願いします。

納　期
第1期：4月25日 / 第2期：7月25日 / 第3期：12月26日 / 第4期：2月27日

課税内容をご確認ください
納税通知書には年税額、各納期の納付額、納付場所、納期限までに税金を納付しなかった場合の措置や納税通知書

の内容に不服がある場合の救済の方法等が記載されています。
課税明細書には、所有されている固定資産の所在、地目、地積、種類、構造、階層、課税標準額などが記載されていま

す。記載内容をお読みいただき、課税内容に誤りがないかご確認ください。

便利な口座振替をご利用ください
納期限の日に指定口座から自動で引き落とされるため払い忘れることがなく、金融機関へ行く手間も現金を持ち

歩く心配もなくなります。
口座振替を利用できる金融機関は、八十二銀行・長野銀行・松本信用金庫の各支店、大北農協の本支所、ゆうちょ銀

行(郵便局)です。お申し込みは、各金融機関窓口もしくは白馬村役場税務課にある口座振替依頼書（郵便局の場合は
自動払込利用申込書）に必要事項を記入し、口座の届出印を押印のうえ、各金融機関にご提出ください。

納税義務者が亡くなったら
遺産分割協議や遺言などにより、特定の相続人に所有権が移転した場合は、不動産登記簿に登記されている所有者

を変更してください。所有者の変更には、所有権変更登記が必要ですので、詳しくは法務局にお問い合わせください。
事情により変更登記を行わない場合や未登記家屋の場合は、遺産分割協議書等を添付した変更届を税務課へ提出してください。
相続登記をしないままにすると、相続人が増えて登記手続きが困難になり、売買等の手続きが行えなくなる場合が

あります。ご自身の財産を守るためにも、速やかに相続登記をしましょう。

お問合せ　白馬村役場住民課　電話：85-0715

お問合せ　白馬村役場税務課　電話：85-0712

※振替日前日までに口座残高の確認をお願いします。
※口座振替は、納税義務者ごとに契約が必要となりますので、共有名義等で課税されている場合には、個人名の契約

とは別に依頼書の提出が必要となります。また、課税される名義が変更となった場合には再度依頼書をご提出いた
だく必要がありますのでご注意ください。

⇒〔受診医療機関の領収書、受給者証及び印鑑を持参の上、申請をしてください。〕

　平成 28 年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 10 万円以下を切り捨てています（事業費が 100 万円未満の場合は 10
万円単位で表示しています）。それぞれの立場の方からご要望にすべて事業化したいところですが、限りある予算ですので、より
効果があがるように創意工夫を行いました。

平成28年度の主な事業及び災害復旧関連事業

【災害復旧関連事業】総額5億9,100万円
●震災復興村営住宅建設事業（建設課）　5億4,800万円
　長野県神城断層地震で被災し住居の再建が困難な世帯の
入居を第一とした村営住宅（堀之内、三日市場、白馬町
に10棟18戸）を建設します。

●災害復旧事業（建設課、農政課）　3,300万円
　村道、農地、農業用施設（水路等）の災害復旧を実施します。
●被災住宅修繕工事補助事業（観光課）　500万円
　被災した住宅の修繕工事に補助します。
●被災者住宅復興資金利子補給事業（総務課）　100万円
　被災した住宅の復興により借り入れた資金の利子を
長野県と共同して利子分を補助します。

●被災農家支援事業（農政課）　100万円
　震災により被災した農地等により耕作できない農業
者を支援します。

●農業機械等導入支援事業（震災分）（農政課）　100万円
　震災で農業機械が故障あるいは使用できなくなり、
新たに農業機械を購入する農業者を支援します。

●仮設住宅関連事業（建設課）　60万円
　仮設住宅の除雪機の維持管理や飯森体育館の光熱水
費などの経費など。

【災害関連事業以外の主な事業】
●庁舎耐震等改修事業（総務課）　1億3,400万円
　平成25年度に実施した耐震診断の結果に基づき、庁
舎及び多目的研修集会施設の耐震工事を実施します。

平成28年度特別会計の概要
◆国民健康保険事業　　14億4800万円
　国民健康保険事業は前年度より2190万円の増額となります。
　生活習慣病対策のための「特定健診・特定保健指導」を実施し、皆様の
健康管理をお手伝いします。今年度も白馬村役場で行う集団検診におけ
る特定健診を、引き続き無料で受けられます。
　普段から健康づくりに努めるとともに、ジェネリック医薬品の使用や重複
他受診を避けるなど医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

◆下水道事業　7億5，516万円
　本年度は9,343万円の増額となり、下
水道予算の約68％（5億1,587万円）が
起債の償還となります。平成27年度から
の浄化センター長寿命化工事は本年度機
械設置の工事で9，900万円を計上しま
した。また、本年度から3年の予定で下水
道事業への企業会計の導入を行います。

◆農業集落排水事業　403万円
　農業集落排水は野平地区の処理場と
排水管渠の維持管理が主なものとなり、
前年度から66千円の増額となります。
　予算の約38％（153万円）が起債の
償還となります。

◆水道事業
　水道事業は、経営活動に係る「収益的支出」3億648万円、施設更新
等に係る「資本的支出」9，403万円を計上しました。
　収益的支出は二股浄水場の施設修繕や維持管理委託料、料金徴収事
務経費や水道事業の施設更新計画であるアセットマネジメントの策定を
行います。
　資本的支出は老朽化した配水管の耐震管への布設替工事や、昨年に
引き続き各水源の取水ポンプ施設の更新工事等を予定しています。

●コミュニティ推進事業（総務課）　600万円
　地域振興事業や防犯灯設置などに補助を行います。
●村政60周年記念事業（総務課）　600万円
　神城村と北城村が合併して白馬村が誕生して60年
となる今年度に記念行事を実施します。

●国民体育大会開催事業（スポーツ課）　4億1,800万円
　平成29年2月の開催に向け、国民体育大会の施設整
備助成金を活用ししジャンプ競技場とスノーハープ
の施設改修や大会運営の負担金を計上しました。

●保健予防事業（小児インフルエンザ予防接種助成）
（健康福祉課）　300万円

　今年度から1歳児から小学校6年生までの子どもに
対し、インフルエンザ予防接種費用を助成します。

●子育て相談支援事業（健康福祉課）　1,900万円
　専門の相談員・保育士が相談、教育、コーディネイ
ト、保護者支援などを行います。

●道路の改良や維持補修、橋の改修（建設課）　1億1,800万円
　村道（オリンピック道路等）の舗装修繕や村道の維
持補修などを行います。

●村営天狗山王トイレ改修事業（観光課）　4,900万円
　環境に配慮したトイレに改修します。
●創業支援補助金事業（観光課）　300万円
　村内で新規創業者を支援します。
●学校環境整備事業（教育課）　1,500万円
　計画的に小中学校の環境整備を実施します。
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平成28年度 固定資産税納税通知書を発送しました

福祉医療制度についてお知らせ

固定資産税とは

　福祉医療制度は、受給者の方が医療機関を受診し支払った保険適用医療費の自己負担分の一部を助成する制度です。
　県内医療機関で受給者証を提示のうえ受診された場合は、原則診療月の3か月後に指定の口座へ振り込みと
なりますが、次の場合は申請が必要です。

■県外医療機関で受診された場合
■受給者証を提示しなかった場合
　　
　※診療月から１年を経過すると申請ができませんので、お早めに手続きをしてください。

　支給される額は、ひと月ごと医療機関ごとに作成される診療報酬明細書ごとに500円が控除された額が支給されます。

固定資産税は、毎年1月1日に土地・家屋・償却資産を所有している人が、その固定資産の価格をもとに算定された
額を納める税金です。

固定資産税は村税収入の約7割を占め、基礎的な行政サービスを提供するために重要な役割を果たしています。期
限内の納付にご協力をお願いします。

納　期
第1期：4月25日 / 第2期：7月25日 / 第3期：12月26日 / 第4期：2月27日

課税内容をご確認ください
納税通知書には年税額、各納期の納付額、納付場所、納期限までに税金を納付しなかった場合の措置や納税通知書

の内容に不服がある場合の救済の方法等が記載されています。
課税明細書には、所有されている固定資産の所在、地目、地積、種類、構造、階層、課税標準額などが記載されていま

す。記載内容をお読みいただき、課税内容に誤りがないかご確認ください。

便利な口座振替をご利用ください
納期限の日に指定口座から自動で引き落とされるため払い忘れることがなく、金融機関へ行く手間も現金を持ち

歩く心配もなくなります。
口座振替を利用できる金融機関は、八十二銀行・長野銀行・松本信用金庫の各支店、大北農協の本支所、ゆうちょ銀

行(郵便局)です。お申し込みは、各金融機関窓口もしくは白馬村役場税務課にある口座振替依頼書（郵便局の場合は
自動払込利用申込書）に必要事項を記入し、口座の届出印を押印のうえ、各金融機関にご提出ください。

納税義務者が亡くなったら
遺産分割協議や遺言などにより、特定の相続人に所有権が移転した場合は、不動産登記簿に登記されている所有者

を変更してください。所有者の変更には、所有権変更登記が必要ですので、詳しくは法務局にお問い合わせください。
事情により変更登記を行わない場合や未登記家屋の場合は、遺産分割協議書等を添付した変更届を税務課へ提出してください。
相続登記をしないままにすると、相続人が増えて登記手続きが困難になり、売買等の手続きが行えなくなる場合が

あります。ご自身の財産を守るためにも、速やかに相続登記をしましょう。

お問合せ　白馬村役場住民課　電話：85-0715

お問合せ　白馬村役場税務課　電話：85-0712

※振替日前日までに口座残高の確認をお願いします。
※口座振替は、納税義務者ごとに契約が必要となりますので、共有名義等で課税されている場合には、個人名の契約

とは別に依頼書の提出が必要となります。また、課税される名義が変更となった場合には再度依頼書をご提出いた
だく必要がありますのでご注意ください。

⇒〔受診医療機関の領収書、受給者証及び印鑑を持参の上、申請をしてください。〕

　平成 28 年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 10 万円以下を切り捨てています（事業費が 100 万円未満の場合は 10
万円単位で表示しています）。それぞれの立場の方からご要望にすべて事業化したいところですが、限りある予算ですので、より
効果があがるように創意工夫を行いました。

平成28年度の主な事業及び災害復旧関連事業

【災害復旧関連事業】総額5億9,100万円
●震災復興村営住宅建設事業（建設課）　5億4,800万円
　長野県神城断層地震で被災し住居の再建が困難な世帯の
入居を第一とした村営住宅（堀之内、三日市場、白馬町
に10棟18戸）を建設します。

●災害復旧事業（建設課、農政課）　3,300万円
　村道、農地、農業用施設（水路等）の災害復旧を実施します。
●被災住宅修繕工事補助事業（観光課）　500万円
　被災した住宅の修繕工事に補助します。
●被災者住宅復興資金利子補給事業（総務課）　100万円
　被災した住宅の復興により借り入れた資金の利子を
長野県と共同して利子分を補助します。

●被災農家支援事業（農政課）　100万円
　震災により被災した農地等により耕作できない農業
者を支援します。

●農業機械等導入支援事業（震災分）（農政課）　100万円
　震災で農業機械が故障あるいは使用できなくなり、
新たに農業機械を購入する農業者を支援します。

●仮設住宅関連事業（建設課）　60万円
　仮設住宅の除雪機の維持管理や飯森体育館の光熱水
費などの経費など。

【災害関連事業以外の主な事業】
●庁舎耐震等改修事業（総務課）　1億3,400万円
　平成25年度に実施した耐震診断の結果に基づき、庁
舎及び多目的研修集会施設の耐震工事を実施します。

平成28年度特別会計の概要
◆国民健康保険事業　　14億4800万円
　国民健康保険事業は前年度より2190万円の増額となります。
　生活習慣病対策のための「特定健診・特定保健指導」を実施し、皆様の
健康管理をお手伝いします。今年度も白馬村役場で行う集団検診におけ
る特定健診を、引き続き無料で受けられます。
　普段から健康づくりに努めるとともに、ジェネリック医薬品の使用や重複
他受診を避けるなど医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

◆下水道事業　7億5，516万円
　本年度は9,343万円の増額となり、下
水道予算の約68％（5億1,587万円）が
起債の償還となります。平成27年度から
の浄化センター長寿命化工事は本年度機
械設置の工事で9，900万円を計上しま
した。また、本年度から3年の予定で下水
道事業への企業会計の導入を行います。

◆農業集落排水事業　403万円
　農業集落排水は野平地区の処理場と
排水管渠の維持管理が主なものとなり、
前年度から66千円の増額となります。
　予算の約38％（153万円）が起債の
償還となります。

◆水道事業
　水道事業は、経営活動に係る「収益的支出」3億648万円、施設更新
等に係る「資本的支出」9，403万円を計上しました。
　収益的支出は二股浄水場の施設修繕や維持管理委託料、料金徴収事
務経費や水道事業の施設更新計画であるアセットマネジメントの策定を
行います。
　資本的支出は老朽化した配水管の耐震管への布設替工事や、昨年に
引き続き各水源の取水ポンプ施設の更新工事等を予定しています。

●コミュニティ推進事業（総務課）　600万円
　地域振興事業や防犯灯設置などに補助を行います。
●村政60周年記念事業（総務課）　600万円
　神城村と北城村が合併して白馬村が誕生して60年
となる今年度に記念行事を実施します。

●国民体育大会開催事業（スポーツ課）　4億1,800万円
　平成29年2月の開催に向け、国民体育大会の施設整
備助成金を活用ししジャンプ競技場とスノーハープ
の施設改修や大会運営の負担金を計上しました。

●保健予防事業（小児インフルエンザ予防接種助成）
（健康福祉課）　300万円

　今年度から1歳児から小学校6年生までの子どもに
対し、インフルエンザ予防接種費用を助成します。

●子育て相談支援事業（健康福祉課）　1,900万円
　専門の相談員・保育士が相談、教育、コーディネイ
ト、保護者支援などを行います。

●道路の改良や維持補修、橋の改修（建設課）　1億1,800万円
　村道（オリンピック道路等）の舗装修繕や村道の維
持補修などを行います。

●村営天狗山王トイレ改修事業（観光課）　4,900万円
　環境に配慮したトイレに改修します。
●創業支援補助金事業（観光課）　300万円
　村内で新規創業者を支援します。
●学校環境整備事業（教育課）　1,500万円
　計画的に小中学校の環境整備を実施します。
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よろしくお願いします
　白馬村消防団の役員が改選され、団長に丸山義行氏、副団長
に切久保達也氏、統括分団長に吉川玲氏が任命されました。２
年間消防・防災の第一線で
ご尽力いただきます。
　なお、消防団の活動には
地域、職場、ご家族の深いご
理解と温かいご協力が不可
欠です。引き続き、並々なら
ぬご理解のほどよろしくお
願い致します。

　4月29日（祝）午前10時からウイング21において出初式が、午前
11時40分頃から県道白馬岳線（八十二銀行前）において分列行進が行
われます。どなたでも観覧できますので、是非お出掛け下さい。
　この分列行進に併せて午前11時頃から正午頃まで、県道白馬岳線
（白馬駅前交差点－六十刈体育館信号）は全面通行止めとなります。大
変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力のほどよろしくお願い致します。

出初式のお知らせ

内山、佐野、
沢渡、三日市場、
堀之内、飯田、
飯森、めいてつ

深空、みそら野、
白馬町、瑞穂、八方口、
エコーランド、八方、
和田野、山麓、
大出、蕨平、嶺方

森上、野平、塩島、
通、青鬼、立の間、
新田、切久保、
落倉、どんぐり

丸山　義行
切久保達也
吉川　　玲
江津　繁樹
松沢　彰裕
柏原　周平
武田　幸治
武田　　望
佐々木寛介
山﨑　一成
太田　欣宣
横澤　勝也
宮田　陽平
星河　隆志
山岸　　寛

八方口
切久保
飯森

団　長
副団長
統括分団長
分団長

副分団長

分団長

副分団長

分団長

副分団長

本部

南部分団

中部分団

北部分団

分団 役職 氏名 地区

し ろ う ま 保 育 園
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平成28年4月１日付　白馬村役場異動者一覧

支出日 摘　　　要 金額（円）
10 月 17 日 告別式　香典 10,000
10 月 17 日 告別式　生花 16,200
10 月 19 日 白山砂防事業等現地視察　参加費 5,000

10 月 21 日 長野県町村会第 21 回定期総会・町村長情報交換会　会費 3,000

10 月 22 日 全国道路利用者会議第 65 回全国大会　個人負担金 10,000

10 月 24 日 長野県大町北高等学校閉校記念式典　会費 4,000

10 月 24 日 北アルプス医療センターあづみ病院・病院祭前夜祭　祝儀 5,000

11 月 13 日 贈答用こしひかり 20,000
11 月 13 日 早起き野球白馬リーグ納会・表彰式　祝儀 5,000
11 月 14 日 防災シンポジウム　御祝酒 4,470
11 月 14 日 白馬猟友会総会　御祝酒 4,470
11 月 14 日 山の講（八方）　奉献酒 4,460

11 月 15 日 国際ロータリー第 2600 地区中信第一グループ会員セミナー　祝儀 5,000

11 月 21 日 雪ごい祈願（戸隠）　奉献酒 4,450
11 月 21 日 山の講・慰霊碑法要　奉献酒 4,450
11 月 26 日 全国治水砂防促進大会・懇親会　会費 4,000
12 月 13 日 嶺方諏訪神社大祓い　奉献酒 3,888
12 月 15 日 白馬村マレットゴルフ協会総会　祝儀 5,000
1 月 1 日 白馬駅前元旦　振舞酒 7,300
1 月 8 日 大北医師会新年会　会費 10,000
1 月 9 日 大北歯科医師会新年会　会費 10,000
1 月 9 日 大町青年会議所新年祝賀会　会費 7,000

支出日 摘　　　要 金額（円）
1月 15 日 白馬建設業組合新年会　会費 5,000
1 月 16 日 タイ国教職員組合幹部歓迎会　会費 5,000
1 月 16 日 白馬町どんど焼き　奉献酒 2,250
1 月 17 日 内山 21 会新年会　御祝酒 2,250

1 月 20 日 第 70 回八方尾根リーゼンスラローム大会協賛金 50,000

1 月 22 日 大町地区交通安全協会新年役員会　祝儀 5,000
1 月 25 日 日中友好協会新年座談会　会費 4,000
2 月 5 日 福岡孝行先生顕彰碑設立事業　募金 10,000
2 月 5 日 告別式　香典 5,000

2 月 5 日 駐日本中国特命全権大使との懇談夕食会　会費 16,000
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外部と交際するために要する経費です。
　公表する内容は、支出日・摘要・金額で、プライバシー保護のため個人氏名の公開は差し控えています。
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〜お世話になりました〜

平成 28 年 4月1日付　新規採用　
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総 務 課 企画係長 田中　洋介 農政課
主査 飯森　可奈子 建設課

税 務 課 主査 中村　由加 総務課

住 民 課 主幹 宮田　倫子 議会事務局
主査 柏原　正樹 観光課
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よろしくお願いします
　白馬村消防団の役員が改選され、団長に丸山義行氏、副団長
に切久保達也氏、統括分団長に吉川玲氏が任命されました。２
年間消防・防災の第一線で
ご尽力いただきます。
　なお、消防団の活動には
地域、職場、ご家族の深いご
理解と温かいご協力が不可
欠です。引き続き、並々なら
ぬご理解のほどよろしくお
願い致します。

　4月29日（祝）午前10時からウイング21において出初式が、午前
11時40分頃から県道白馬岳線（八十二銀行前）において分列行進が行
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　この分列行進に併せて午前11時頃から正午頃まで、県道白馬岳線
（白馬駅前交差点－六十刈体育館信号）は全面通行止めとなります。大
変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力のほどよろしくお願い致します。

出初式のお知らせ
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中村　由加
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宮澤　里志
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小日向純代
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白馬村職員職務分担表 
村長　下川　正剛　　　副村長　太田　文敏　　　　教育長　横川　宗幸

区分 課長 係長 職　　　員

しろうま

保育園
太田　洋一

園長
太田　昭子

松澤ひとみ

松澤菜津子
影山　千花
小池　由美
日野　由香

観光課 篠﨑　孔一 長澤　　肇 一井　　剛

農政課 横山　秋一

青木　　茂 矢口　浩樹

下川　啓一
伊藤　達男
山岸　大輝
武田　一馬

降旗　隆男
太田　俊祉

建設課 酒井　　洋

高野　繁樹

田中　敏明
堤　　則昭
篠井　太郎

横山　勝典 田中　元気

上下水道課 山岸　茂幸
横山　廣毅 穂谷　圭祐
長澤　秀美 堀米　拓実
太田　裕史 廣瀨　昭彦

教育課 横川　辰彦 遠藤　裕子
降籏　大輔
南條　真吾

スポーツ課 松澤　忠明 松澤　宏和

大塚　敦司
内川　直人
羽鳥　有貴
横川　健太

議会事務局 山岸　俊幸 吉沢　美穂
会計室 窪田　高枝 塩島　広幸

健康福祉課付課長
白馬村社会福
祉協議会派遣

松澤　孝行

健康福祉課付保育士
小谷村保育園派遣 太田　智美

観光課付主任
白馬村観光局派遣 栗林　祐太



　昨年6月に国際観光科の設置と生徒の全国募集を
決定し、白馬村・小谷村で魅力づくりを進めてきた
白馬高校で入学式が行われました。
　国際観光科には、県外からの生徒13名と白馬・小
谷の生徒25名の合計38名が第1期生として入学
し、普通科にも同じく38名が入学しました。
　新たな歴史を刻む生徒たちの表情は希望に満ち溢
れていました。

■ 地域資源を活用する国際観光科の開設
　 実践的な英語力の強化、観光に関する知識・技能の習得

　 地域内外の企業（みらい協育サポーター）における職業体験

　 地域に目を向ける探求学習で愛郷心を醸成

■ 公営塾の運営
　 映像教材を活用した個別型自立学習による大学受験指導

　 学校の授業と連動した定期考査対策

　 課題発見・解決力を身に付けるプロジェクト学習

■ 全国募集と教育寮の運営
　 多様な個性・価値観を認め合うことによる自己の認知

　 切磋琢磨しながら学び合う環境づくり

　 自立心・協調性を育む教育的付加価値の高い教育寮

■ グローバル講演会
　 住民と共に学ぶ場として、各界の著名人を講師に招き、

　 学ぶ意義や将来を考えるきっかけを提供

■ 企業・他校との協働プロジェクト
　 Yahoo!やBritish Schoolとの協働学習

　 大学生との交流事業

■ ICT教育支援／留学支援／部活動支援…
　 電子黒板・タブレットを活用した授業の支援など

これまでの主な取組み
4月

5月

8月

10月

6月

7月

9月

10月

1月

3月

4月

生徒減少により高校再編基準に抵触（存続の危機）

白馬高校の将来を考える会を組織（以後13回開催）

「白馬高校の経営・運営に参加する地域案」を提出

白馬高校スーパーバイザー委嘱

白馬高校グローバル講演会（以後5回開催）

国際観光科設置と生徒の全国募集が決定

長野県、県教委、白馬村、小谷村の連携協定締結

全国募集活動開始（東京・名古屋・大阪・Web・新聞等）

みらい協育サポーター募集開始

体験入学開催

公営塾 しろうま學舎 開講

生徒有志による震災復興支援コンサート開催

白馬村とヤフー㈱の連携協定で白馬高校の支援を決定

学校説明会開催

The British School in Tokyoと連携協定締結

教育寮 しろうま Pal House 開寮

国際観光科第1期生として38名が入学

平成26年

平成27年

平成28年

魅力づくりの内容白馬高校 国際観光科 開設

これからの白馬高校
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生徒数

定員

再編基準

　県外生だけでなく地元からの進学率も
向上したことで、全校生徒数は188名と
なり、2年前と比べて40名以上増えたこ
とになります。
　平成28年度から全国で初めて自治体
の首長が参画するコミュニティ・スクー
ル（学校運営協議会）として、引き続き地域
ぐるみで学校運営を支援していきます。
　白馬高校が末永く地域の皆様に愛され
る魅力的な学校であり続けるため、今後も
皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

＊担当課が変わりました
　これまで白馬高校支援業務は総務課で行ってきましたが、平成 28年度から教育委員会事務局教育課が担当します。
　皆様からのご意見・ご提言をお待ちしています。　お問合せ：教育課　0261-85-0738
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　これまで希望者の方が本人負担にて加入しておりました交通災害共済について、平成27年度に引き続き

平成28年度についても住民登録されている方全員を対象に、公費での加入となります
のでお知らせいたします。（共済期間：平成28年7月1日～平成29年6月30日）
※もし平成27年度に事故にあわれた方で、まだ見舞金の請求をされていない方はなるべく早く手続きをお

願いします。

◇交通災害共済とは
　毎日起きる交通事故は、いつあなたやご家族の身にふりかかってくるかわかりません。
　交通事故にあわれた方を救済するために、皆さんと町村が一体となって助け合うことを目的としているの
がこの交通災害共済制度です。

◇共済見舞金の支払われる事故
　共済期間中に日本国内の道路上において運転中の自動車・バイク・トラクター・自転車・電動カート・電車等
に乗っていて衝突、転落などによる事故、歩行中これらの車によって事故にあったときに見舞金が支払われ
ます。また、身体障害者の方で歩行困難のため、車いす（電動を含む）を使用中に道路上で転倒した場合も対象
となります。

◇交通事故が発生した場合
　交通事故にあった場合、できるだけ早く白馬村役場総務課まで事故の報告をして、共済見舞金請求の相談
をして下さい。

●平成28年6月1日現在で行います。 
●全国すべての事業所・企業が対象となります。
●「統計法」という法律に基づく基幹統計調査として実施します。 
●回答いただいた内容は統計作成の目的以外（税の資料など）には、絶対に使用しません。
●平成28年経済センサス‐活動調査ではインターネット回答を推奨しています。

　平成29年3月に大学・短大・専門学校を卒業する方及びI・Uターン希望者を対象に、大北地域の企業が集ま
る説明会が開催されます。
　製造業・建設業・サービス業など大北地域内の有力企業の人事担当者と直接話すことができます。

　平成26年11月22日に発生した神城断層地震の復興支援として、被害を受けた住宅の修繕工事に係る経費
に対し補助金を交付します。（※リフォーム、リノベーション等に対する補助金ではありません。）

◆補助対象者
　補助対象住宅を所有している方で、村税等※を滞
納していない方が補助金の申請を行うことができ
ます。
村税等※･･･白馬村税条例（昭和35年白馬村条例第５号）第

３条に規定する税及び国民健康保険税（同一世
帯内に滞納者がいる場合、要件を満たしていな
いことになります。）

　平成26年度及び平成27年度に補助金の交付を
受けた方は対象になりません。

◆補助対象住宅とは
　村内に所在し、白馬村民が現に居住している専用
住宅及び併用住宅であって神城断層地震により被
害を受けたものが対象となります。ただし、災害救
助法及び災害者生活再建支援法の適用を受けた住
宅は対象外となります。
•専用住宅・・・居住の様に供する家屋
•併用住宅・・・住宅と店舗、事務所等が一体となって
　　　　　　  いる住宅

◆補助対象となる修繕工事
　屋根の修繕、内装の修繕、外壁の修繕、門・へい等
の外構工事、電気及び給排水設備工事、擁壁・石垣等
の修繕が対象になります。（家財、電気製品等の修理
及び購入経費は対象になりません。）

◆補助対象金額
　補助の対象となる修繕工事の金額は、対象となる
修繕工事の合算金額とします。併用住宅の修繕工事

の場合は、工事に要した経費の額に建物全体に占め
る専用住宅部分の床面積の割合を掛けた額を補助
対象金額とします。また、工事の合計金額が10万円
未満の場合は補助の対象になりません。

◆補助金の額
　補助対象金額の３分の１に相当する額（千円未満
の端数が生じたときは、これを切り捨てた額）とし
ます。ただし、当該補助金の額が20万円を超えると
きは、20万円を上限とします。

◆補助金の交付申請
　次に掲げる必要書類をそろえて申請して下さい。
①「交付申請書」（様式１号）  ②領収書又は請求書の
写し③修繕工事の内容が確認できる書類（見積書・
設計書・図面・位置図　など）　④修繕工事を行う前
と後に撮影した現況写真。（その他村長が必要と認
めた書類をご提出頂く場合があります）所有してい
る補助対象住宅１棟につき１回とし、平成28年4月
1日～平成29年3月31日まで申請を受け付けます。

◆交付の決定と請求
　申請を受付けた後、書類審査に合格した場合は、
申請者に対し「補助金交付決定通知」を発送します。

「補助金交付請求書」（様式２号）を同封しますので、
必要事項を記入後速やかに提出して下さい。
　補助金は原則として口座振込で交付します。請求
書の提出から１ヶ月程度時間を要します。

この補助金に関するお問合せ、「交付申請書」（様式１号）の入手、申請書類の提出先
白馬村役場　観光課（役場庁舎よこ、多目的研修集会施設２階）

電話：0261－85－0722（直通）　　　Mail：kanko@vill.hakuba.lg.jp
様式のダウンロード：http://www.vill.hakuba.lg.jp/category/industry/remodel_fund.html

補助金に関する窓口

開催日：平成28年５月６日（金）　午後1時30分～午後4時まで
場　所：サン・アルプス大町（大町市文化会館併設）大町市大町1601-２（JR大糸線　北大町駅より徒歩５分）

「中信地域町村交通災害共済」公費加入のお知らせ

平成28年経済センサス ― 活動調査を実施します。 《平成28年度》 神城断層地震に係る住宅修繕工事に対し
　　　　　　  補助金交付事業を行います

大北地域企業説明会　開催のお知らせ

お問合せ　白馬村役場総務課　電話：72-7002
　　　　　中信地域町村交通災害共済事務組合　電話：0261-62-6318 お問合せ　　ハローワーク大町 職業相談部門　　電話：22-0340

平成28年
6月1日

総務省・経済産業省・長野県・白馬村

インターネットでご回答ください！ぜひ !
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第204回　北安曇教育会総集会　講演会へのお誘い

家庭用雑排水の汲み取り受付開始について

主　催 ・お問合せ　 一般社団法人 北安曇教育会　電話：22-0440

お問合せ　白馬村役場 住民課　電話：85-0715お問合せ　白馬村役場 住民課　電話：85-0715

汚れのない衣類・布類はリユース・リサイクルできます！

降雪のため受付を終了していました家庭用雑排水の汲み取り受付を4月より再開いたします。
ご希望の方は、白馬村役場住民課までご連絡をお願いします。

新たなごみ処理施設の整備に向けて

　スーツ、ジャケット、Ｔシャツ、ワイシャツ、ズボン、セーターや、毛布、シーツなどで汚れのないも

のは、透明なビニール袋に入れて地区集積場に出して下さい。（毎週木曜日）

　また、松川端粗大ごみ集積場（毎月第2・第4日曜日　午前9時～12時）、Ａ・コープハピア駐車場南

端（毎月第3水曜日　午後1時30分～2時30分）　

＊必ず洗濯をして出して下さい。

＊ボタンやファスナーは付けたまま、外さないで下さい。

　北アルプス広域連合では、大町市・白馬村・小谷村の関係３市村とともに、新しい一般廃棄物処理施

設の整備に取り組んでいます。

　燃やすごみの削減をお願いします。北アルプス広域連合の新しい一般廃棄物処理施設の処理能力

は1日当たり40トンです。これは３市村の燃えるごみを平成24年度に較べて11％削減するという

目標に基づいているためです。しかしながら、燃えるごみの減少はなかなか進まず、もっと燃えるご

みの削減に取り組まなければいけません。

☆「燃えるごみ」から資源になるものを分別し、「燃やすしかないごみ」
　だけにすることを目指しましょう。

汚れやシミのあるもの、破れているものなどは、リユース・リサイクルできません。

＊50センチ角未満に裁断して「燃えるごみ」に出して下さい。

＊下着類、靴下なども同様に裁断して「燃えるごみ」に出して下さい。

クッション、布団類、電気毛布、じゅうたん、カーペットなどは「粗大ごみ」になります。

＊汚れや破れのあるスキーウェアなども「粗大ごみ」ですので、地区集積場には出さないで下さい。

＜ごみ処理の状況＞

焼却量の実績と目標 排出時の燃えるごみの内訳（H22～26年度の平均）

ゴム・
皮革類
1%

ゴム・
皮革類
0%

不燃物
1%

不燃物
2%

その他
5%

その他
6%

布類
8%

布類
1%

草木類
11%

草木類
9%

生ごみ類
39% 生ごみ類

49%プラス
チック類

12%

プラス
チック類

9%

紙類
23%

紙類
24%

□日　時 ： 5月21日（土）10：00～11：45
□会　場 ： 大町西小学校　体育館

□講　師 ： 理学博士・東京学芸大学名誉教授

　　　　　小泉　武栄　先生

□演　題 ：「日本の山の魅力　－北アルプスを中心に－」

〈 講師プロフィール 〉

□講演内容

こいずみ たけえい

山の自然観察をする場合の、
ものの見方について解説。北アルプスを中心に、
日本の山の魅力について語っていただきます。
　（講演会資料一部抜粋）「日本の山々は私たちにとってこそ、この上ない存在
であるが、アルプスやコーカサスなどの山々と比べても、高さや規模の点では
とてもかなわないし、氷河や青く澄んだ氷河湖や巨大な岩壁も存在しない。だ
から、景色の雄大さという点においては、いささか迫力不足だということを認めざるをえないのが
実情である。しかしながら、自然景観の多彩さや山の美しさという点から見れば、日本列島の山々
は、こうした氷と岩壁しかないような大山脈と比べて、はるかに勝っていると私は考える。（略）これ
ほど多彩で素晴らしい山岳景観は、世界的にみてもほとんど他に例がないものである。」

　1948年、長野県飯山市に生まれる。東京学芸大学卒
業。東京大学大学院博士課程単位取得。専攻は自然地理
学、地生態学、第四紀学。生き物のくらす舞台である土地
の地質や地形、気候、歴史などを総合的にとらえる独特の
視点で自然を研究、自然を見る楽しさの普及に力を入れ、
全国各地でご講演されている。
著書に『日本の山はなぜ美しい』（古今書院）　『山の自然
学』（岩波新書）　『山の自然教室』（岩波ジュニア新書）　
『自然を読み解く山歩き』（JTBパブリッシング）　『日本
の山と高山植物』（平凡社新書）など多数。

※駐車場は、大町西小学校グランドを
　ご利用ください。なお、雨天の場合は、
　大町市役所駐車場をご利用願います。

入場無料

■申込み電話番号（白馬村役場住民課直通）　電話：８５－０７１５
■その他
　役場で受付後に（有）山田商会へ依頼しますが、作業実施まで２週間ほど見ていただく必要があります。
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シリーズ「ごみ減量化に向けて」
～燃えるごみは平成 29年度までに 8％減量しなくてはなりません～
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　また、松川端粗大ごみ集積場（毎月第2・第4日曜日　午前9時～12時）、Ａ・コープハピア駐車場南

端（毎月第3水曜日　午後1時30分～2時30分）　

＊必ず洗濯をして出して下さい。

＊ボタンやファスナーは付けたまま、外さないで下さい。

　北アルプス広域連合では、大町市・白馬村・小谷村の関係３市村とともに、新しい一般廃棄物処理施

設の整備に取り組んでいます。

　燃やすごみの削減をお願いします。北アルプス広域連合の新しい一般廃棄物処理施設の処理能力

は1日当たり40トンです。これは３市村の燃えるごみを平成24年度に較べて11％削減するという

目標に基づいているためです。しかしながら、燃えるごみの減少はなかなか進まず、もっと燃えるご

みの削減に取り組まなければいけません。

☆「燃えるごみ」から資源になるものを分別し、「燃やすしかないごみ」
　だけにすることを目指しましょう。

汚れやシミのあるもの、破れているものなどは、リユース・リサイクルできません。

＊50センチ角未満に裁断して「燃えるごみ」に出して下さい。

＊下着類、靴下なども同様に裁断して「燃えるごみ」に出して下さい。

クッション、布団類、電気毛布、じゅうたん、カーペットなどは「粗大ごみ」になります。

＊汚れや破れのあるスキーウェアなども「粗大ごみ」ですので、地区集積場には出さないで下さい。

＜ごみ処理の状況＞

焼却量の実績と目標 排出時の燃えるごみの内訳（H22～26年度の平均）

ゴム・
皮革類
1%

ゴム・
皮革類
0%

不燃物
1%

不燃物
2%

その他
5%

その他
6%

布類
8%

布類
1%

草木類
11%

草木類
9%

生ごみ類
39% 生ごみ類

49%プラス
チック類

12%

プラス
チック類

9%

紙類
23%

紙類
24%

□日　時 ： 5月21日（土）10：00～11：45
□会　場 ： 大町西小学校　体育館

□講　師 ： 理学博士・東京学芸大学名誉教授

　　　　　小泉　武栄　先生

□演　題 ：「日本の山の魅力　－北アルプスを中心に－」

〈 講師プロフィール 〉

□講演内容

こいずみ たけえい

山の自然観察をする場合の、
ものの見方について解説。北アルプスを中心に、
日本の山の魅力について語っていただきます。
　（講演会資料一部抜粋）「日本の山々は私たちにとってこそ、この上ない存在
であるが、アルプスやコーカサスなどの山々と比べても、高さや規模の点では
とてもかなわないし、氷河や青く澄んだ氷河湖や巨大な岩壁も存在しない。だ
から、景色の雄大さという点においては、いささか迫力不足だということを認めざるをえないのが
実情である。しかしながら、自然景観の多彩さや山の美しさという点から見れば、日本列島の山々
は、こうした氷と岩壁しかないような大山脈と比べて、はるかに勝っていると私は考える。（略）これ
ほど多彩で素晴らしい山岳景観は、世界的にみてもほとんど他に例がないものである。」

　1948年、長野県飯山市に生まれる。東京学芸大学卒
業。東京大学大学院博士課程単位取得。専攻は自然地理
学、地生態学、第四紀学。生き物のくらす舞台である土地
の地質や地形、気候、歴史などを総合的にとらえる独特の
視点で自然を研究、自然を見る楽しさの普及に力を入れ、
全国各地でご講演されている。
著書に『日本の山はなぜ美しい』（古今書院）　『山の自然
学』（岩波新書）　『山の自然教室』（岩波ジュニア新書）　
『自然を読み解く山歩き』（JTBパブリッシング）　『日本
の山と高山植物』（平凡社新書）など多数。

※駐車場は、大町西小学校グランドを
　ご利用ください。なお、雨天の場合は、
　大町市役所駐車場をご利用願います。

入場無料

■申込み電話番号（白馬村役場住民課直通）　電話：８５－０７１５
■その他
　役場で受付後に（有）山田商会へ依頼しますが、作業実施まで２週間ほど見ていただく必要があります。
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第37回塩の道まつり　開催のお知らせ

　第50回貞逸祭・白馬連峰開山祭

　北アルプスに雪形が姿をあらわすゴールデンウィーク、小谷村・白馬村・大町市3市村をつなぐ塩の道（千国街道）
を楽しく歩く「塩の道まつり」を今年も5月4日に開催します。（3日小谷村、5日大町市）
　今年も、地元の皆様の心のこもった振る舞いや、様々なアトラクションをご用意しますので、お声をかけあってお越
しください。
　受付は当日スタート地点で行います。受付までは、グリーンスポーツの森（ゴール地点）駐車場からのシャトルバス
をご利用ください。

日　時　5月4日（水・祝）　落倉自然園前にて受付8時～
コース　�落倉自然園コース（北回り約9㎞）落倉自然園　～　グリー

ンスポーツの森
マイカーでお越しの方　�グリーンスポーツの森（ゴール地点）の

駐車場を利用

受付（スタート地点）へのシャトルバス：無料
[グリーンスポーツの森発]　7時30分～8時30分
JRでお越しの方
[白馬駅発]　7時30分～8時40分

コース詳細　※（　）内の時間は前地点からの目安時間です
落倉自然園　出発（受付・式典後、順次ご出発いただけます。）　⇒　切久保諏訪社（1時間）　⇒　観音原　（30分）
⇒　塩島公民館前（30分）　⇒　平川神社(40分)　⇒　みみずくの杜(20分)　⇒　グリーンスポーツの森(30分)

アトラクション…白馬民踊同好会・白馬民謡愛好会（踊り、三味線、尺八等）、オカリーナ風の音（オカリナ演奏）、白
馬キッズ（ダンス）、白馬良い書（書道パフォーマンス）、八方太鼓、花嫁行列、からこまき　など

詳しい情報は…塩の道まつり　で検索　http://shionomichi-matsuri.com/�

　今年で50回を迎える「貞逸祭」は北アルプス白馬連峰の山開きを告げる歴史ある山岳イベント。
　当日は地元ガイド「白馬山案内人組合」と白馬大雪渓まで行くトレッキングツアーや、残雪の白馬三山を縦走
する中上級者限定の登山ツアーもあわせて開催します。
　残雪の谷間に咲く山野草を観察し、全長2.5km幅100mに及ぶ日本三大雪
渓の１つ、白馬大雪渓へのトレッキングは、他のエリアでは味わえません。さら
に雪渓では春スキーやスノボも楽しめます。（用具は各自持参）
　また、9月にも貞逸祭50周年と「山の日」制定を記念した特別ツアーも開催
します。ファミリーでも楽しめるトレッキングツアーですので、皆さんふるって
ご参加ください。

日　時：5月28日（土）7時30分～8時15分（受付時間）（予定）
会　場：猿倉駐車場（白馬岳登山口）
　　　※�猿倉荘の駐車場には限りがございますので、当日は白馬駅発猿倉行き

の臨時バス（有料）をご利用ください。
参加費：大雪渓トレッキングツアー　1名1,000円　※中学生以下無料
　　　　�白馬三山縦走登山ツアー　　1泊2日　19,800円（中･上級者限定。

参加条件あり）
日　程：5/28～29
　　　　詳しくは白馬村観光局ホームページ（URL：http://vill.hakuba.nagano.jp/）をご覧ください。

申込み：事前に白馬村観光局までお電話またはメールにてお申し込みください。ツアーは、当日受付できません。

お問合せ 白馬村観光局　電話：72-7100

お問合せ 白馬村観光局　電話：72-7100　　メール：info@po.vill.hakuba.nagano.jp
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後期高齢者医療保険料が変わります

お問合せ
長野県後期高齢者医療広域連合　電話 026-229-5320

〒380-0935 長野市大字中御所 79-5 ＮＯＳＡＩ長野会館 2 階
または、白馬村役場住民課　　電話：85-0715

▶保険料ひとくちメモ

　後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などの推計を基に2年ごと見直されます。平成
28・29年度の保険料率は、平成26・27年度と比べ医療費などの増加が見込まれることから、長野県後期高
齢者医療広域連合議会2月定例会の議決を受け、次のとおり改正することになりました。

　各地区に配備している消防団車両を、この度更新しました。
　更新したのは南部分団堀之内に配備している小型ポンプ付きの積載
車で、これまで平成５年登録の積載車を23年間使用してきておりまし
たが、老朽化に伴い新規車両を購入致しました。
　３月30日には南部分団堀之内へ納車され、納入業者より団員へ使用
についての留意点等などの説明がありました。

この改正は、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営するためのものです。
みなさまのご理解とご協力をお願いします。

■保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担
する「所得割」の合計額です。

■所得が少ない方の保険料の軽減は継続されます。軽減内容は次のとおりです。

均等割軽減 → 世帯の所得に応じて、９割、8.5割、５割、２割を軽減

所得割軽減 → 被保険者の前年の総所得金額から基礎控除（33万円）を引いた額が
                    58万円以下（年金収入で211万円以下）の方は、５割を軽減

→ 均等割の保険料は９割軽減され、所得割はかかりません

所得に応じた軽減

会社などの健康保険の被扶養者であった方の軽減

※保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。詳しくは下記までお気軽にお問合せください。

均 等 割 額
所 得 割 率
限  度  額

改 正 後 改 正 前
４０,９０７円

８.３０％
５７０,０００円

４０,３４７円
８.１０％

５７０,０００円

均等割額
40,907円

所得割額
（前年中の総所得金額等－33万円）×8.30％

一人当たりの
保険料額（限度額57万円）

+ =

工事等による交通規制の状況をお知らせします。

消防車両を更新しました

ご迷惑をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いします。
※この他にも小規模・短期間のものが発生することがあります交通規制一覧表

区　域 規制内容 規制終了予定日 迂回路路　線 規制時間

お問合せ　白馬村役場建設課　電話：85-0724

猿倉～二股
大出

堀之内
堀之内

車両通行止
車両通行止
車両通行止

片側交互通行又は車両通行止

有
有
無

平成28年4月27日
平成28年4月30日
平成28年7月31日
平成28年7月31日

終日
終日
終日
終日

県 道
村 道
村 道
村 道

白馬岳線
大出区内随所
1111号線
堀之内区内随所
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心の相談会

地域包括支援センターだより
地域包括ケアシステムをめざして

　カウンセリングと聞くと特別な人が行く場所と思われがちですが、そんなことはありません。「誰かと話がしたい」
「愚痴を聞いてほしい」などという利用でも大歓迎。
　私たちが心を元気にするには、日常の些細な「むだ話」がとても大事です。話することで気持ちの整理ができたり、
視点を変えるヒントがつかめます。
　周囲の人とうまくいかない時、相手を変えることはできません。まずは、自分自身が幸せ・楽しいと思える時
間を作り、自分の元気を回復しましょう。
　先生とのお話の中には、そんな気持ちを整理したり、視点を変えるヒントが詰まっています。相談の秘密は固
く守られます。お気軽にご利用ください。
神城断層地震による心のケアにも対応しています。
災害による生活環境の変化などからも様々な不安やストレスが生じます。一人で抱え込まず、ご相談ください。

　国は、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に重い介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保される
体制（地域包括ケアシステム）をつくろうとしています。しかし、これは国がつくってくれるのもではなくて、そ
れぞれの地域でそれぞれの実情に合わせて、住民と行政が一緒になってつくり上げていくものです。
　特に生活支援の部分は、今後の課題となっています。たとえば、年を取って車の運転ができなくなったとき、
現在のふれあい号だけで大丈夫でしょうか？ゴミ出しや雪かきは誰にお願いしたらいいでしょうか？他にも、ちょっ
とした困ったことがありませんか？そんな困りごとを住民と行政が知恵を出し合いながら解決の道筋をさぐってい
くことになります。
　お互い様の助け合いと民間、行政、ボランティアなどが連携しながら支えあう仕組みづくりが求められています。

　地域包括支援センターは、認知症をはじめ、高齢者の皆様の介護、介護予防、権利擁護などあらゆる相談の
窓口です。秘密は厳守いたします。

●場　　所　　ふれあいセンター２階福祉相談室
●相談方法　　面談　または　電話
●相談時間　　面談は1時間、電話は30分
●相 談 料　　無料
●予　　約　　電話でご予約ください。
　　　　　　　（匿名可）
　　　　　　　�空き時間であれば予約なしでもご利用

できます。
●予約電話　　健康福祉課直通　８５－０７１３
●相談電話　　役場代表　７２－５０００
　　　　　　　相談室へおつなぎします
●相 談 員　　北澤美紗子カウンセラー
　　　　　　　（全日本認定カウンセラー）

原則第４火曜日 原則第４水曜日

10：00～12：00
10：00～12：00
13：00～15：00

４月26日（火） ４月２７日（水）
5月２４日（火） ５月２５日（水）
６月２８日（火） ６月２９日（水）
７月２６日（火） ７月２７日（水）
８月２３日（火） ８月２４日（水）
９月２７日（火） ９月２８日（水）
１０月２５日（火） １０月２６日（水）
１１月１５日（火） １１月１６日（水）
１２月１３日（火） １２月１４日（水）
１月２４日（火）
２月２８日（火）
３月２８日（火）

お問合せ 白馬村役場健康福祉課　電話85-0713

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：72-6667
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骨髄バンクボランティア「ドナー登録説明員」の募集
　骨髄移植や末梢血幹細胞移植は、白血病や再生不良性貧血など治療が困難な血液の病気に有効な治療法ですが、
患者さんの白血球に適合する健康な方からの骨髄や末梢血幹細胞（以下「骨髄等」という）の提供が不可欠です。
一人でも多くの移植治療を希望する患者さんを救うには、一人でも多くのドナー登録が必要です。
　骨髄等を提供するドナーになるためには、様々な要件があり、骨髄等の移植についてよくご理解いただくこと
が前提となっていますが、これには一定の研修を受講した「ドナー登録説明員」（以下「説明員」という）による
説明が必要です。
　この度、献血バスによる移動献血の際の併行ドナー登録会で説明を行っていただく説明員を次のとおり募集します。
　なお、説明員として活動する前に研修を受講いただきますので、医療に関する特別な知識は必要ありません。

●説明員の活動
（１）活動場所
� 献血併行型ドナー登録会を行う県内各地域のショッピングモール、官公庁、大学、企業、献血ルーム等
（２）活動内容
� ・ドナー登録会場における、ドナー登録希望者に対するドナー登録に関する説明
� ・１回の活動時間�日中3�時間～7�時間程度�（約�半日～1�日）
（３）そ�の�他
� ・�説明員としての活動時の事故等に備え、日本骨髄バンクで「ボランティア活動保険」に加入します。なお、

自己負担はありません。
� ・活動場所、時間については、献血併行型ドナー登録会を実施する長野県赤十字血液センターが決定します。
� ・�説明員としての活動には、日本骨髄バンクにより活動費・交通費が支払われます。ただし、活動費等

を受け取るには、事前に日本骨髄バンクへ説明員として登録が必要です。

●応募対象　　長野県内に在住している18�歳以上の方で、説明員養成研修会に参加できる方

●説明員養成研修会
� （１）開催日時�平成28�年５月28�日（土）�午後１時から午後５時まで
� （２）開催場所�長野県看護協会会館３階�第４研修室
� （松本市旭2-11-34�信州大学医学部附属病院南側）
� 　※　�研修受講後に、後日実地研修を開催。説明員認定チェックを受け、説明員として日本骨髄バンク

から委嘱されます。実地研修日程は、説明員養成研修会でご案内します。
●募集人数　　北信地域、中信地域、東信地域、南信地域�各4�名ずつ（先着順）
●応募方法　　応募申込書に必要事項を記入の上、FAX、メール、郵送にてお送りください。
　　　　　　※「ドナー登録説明の心得」を必ずお読みの上、ご応募ください。
　　　　　　※応募申込書・「ドナー登録説明の心得」は役場健康福祉課に置いてあります。
●申込期限　　平成28年５月20日（金）（必着）

お問合せ 　長野県健康福祉部 保健・疾病対策課 がん・疾病対策係
　　　　　 電 話：026-235-7150(直通)　E-mail：gan-shippei@pref.nagano.lg.jp
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図書館だより
No.173

平成28年4月

白馬村図書館

TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

月 火 水 木 金 土 日
4月18日 4月19日 4月20日 4月21日 4月22日 4月23日 4月24日
4月25日 4月26日 4月27日 4月28日 4月29日 4月30日 5月1日
5月2日 5月3日 5月4日 5月5日 5月6日 5月7日 5月8日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）

　ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】
！インターネットおよび館内検索用パソコンからの予約をされるかたは、最初に、「新規パスワード登録」の画面
上の案内にしたがって、手続きしてください。詳しくは、図書館へお問い合わせください。
！窓口での「予約図書申込書」による予約も受け付けておりますので、ご利用ください。

書　　名 著者名 分類
ギリシア人の物語　１ 塩野　七生 ２３１シ
子どもの「集中力」を育てる聞くトレ　聞く・見る力を改善する特別支援教育 上嶋　惠 ３７８ウ
薬草・毒草を見分ける図鑑 磯田　進〔監修〕 ４９９ヤ
フランス人は１０着しか服を持たない　２ ジェニファー・Ｌ・スコット ５９０ス
Ａ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ｏｆ　ＪＡＰＡＮＥＳＥ　ＦＯＯＤ（外国人のための日本料理事典） Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｈｏｓｋｉｎｇ ５９６Ｈ
すぐに使える接客英会話大特訓 柴山　かつの ６７３シ
メンタル強化５５の基本 高畑　好秀〔監修〕 ７８０メ
お伊勢まいり 平岩　弓枝 Ｆヒ
夜、僕らは輪になって歩く ダニエル・アラルコン ９３３ア
信州の発酵食 小泉　武夫・横山　タカ子 Ｎ５８８コ

書　　名 著者名 分類
動物探偵ミア　あらしの夜のミステリー ダイアナ・キンプトン ９３３キ
ハリーとうたうおとなりさん ジーン・ジオン ９３３ジ
いちばんのなかよしさん エリック・カール Ｅカ

へんしんマーケット いろとりどり
へんしんマーケットでおかいものをす
ると、み～んな、へんしんしちゃうんで
す。くまくんのたまごボーロが・・・！

たいくつなカラスたちに人生を楽しく生
きることを教えてくれたのは「いろとり
どり」でした。

あきやま　ただし〔作・絵〕
分類　Ｅア

マーカス・フィスター〔作〕
分類　Ｅフ

―新着案内―

【一般・郷土】

【絵本・児童書】

・図書の貸し出しを希望されるかたは、現住所の確認ができる身分証明書（免許証、保険証
等）を持参し、窓口にて、「図書館図書等貸出申込書」をご記入ください。（小学生以下の方は、
保護者同伴のうえ、保護者の身分証明書をご提示ください。）カード発行には、やむをえず、
お時間をいただく場合があります。時間に余裕をもって、お申し込みいただきますよう、お
願い申し上げます。
・ＤＶＤ・ＣＤソフトは、一人３点まで３週間館外貸出できます（図書と合わせて一人10
点まで）。貸出には、図書館の利用者カードが必要です。

ー図書館利用案内ー 利用者カード〈見本〉
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4月〜 5月保健ガイド
■各種健診	 場所：ふれあいセンター1階

■予防接種	 場所：ふれあいセンター1階

■心配ごと相談

■人権・心配ごと相談

月　日 事 業 名 受付時間 対象になるお子さん

4月25日（月） 2ヵ月育児相談 9：30～ 9：45 H28年2月生

4月28日（木） もぐもぐの日 9：45～10：00 H27年8月～9月20日生

5月12日（木） 乳児健診 9：15～ 9：30 H27年12月生

5月18日（水） もぐもぐの日 9：45～10：00 H27年9月21日～10月生

月　日 事 業 名 受付時間 対象になるお子さん

4月20日（水）
各種予防接種 13：00～13：30 個別にご案内しています。

5月23日（月）

開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

5月11日（水） 13：00～15：00 ふれあいセンター２階福祉相談室
司法書士

人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会　72-7230

開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

6月 1日（水） 13：00～16：00 ふれあいセンター２階福祉相談室 人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。６月１日は人権擁護委員協議会「委員の日」です。

行事日程■子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日
0歳児の広場 毎週水曜日

2・3歳児の広場 毎週木曜日

毎週月曜日
9 :30～12:00
13:30～16:00

毎週火・水・木曜日 13:30～16:00

自由利用

■休・祝日緊急当番医表

月　　日 行事名 対象 開始時間

4月18日（月）
月曜育児相談 10：30～

おはなし会 10：30～

5月 9日（月） おはなし会 10：30～

5月12日（月） おいしいもの食べよの日 2．3 歳児 10：30～

5月16日（月） 月曜育児相談 10：30～

5月19日（月） 親子体操
※詳しくは支援ルームへお問い合わせください。 2．3 歳児 10：30～

5月26日（月） お出かけ日 ～グリーンスポーツの森～ （現地集合）
※詳しくは支援ルームへお問い合わせください。 2．3 歳児 11：00～

なかよし広場 時間：9:30～12:00 

月日 曜日
北部地区

（白馬・小谷）
大町市内

南部地区
（池田・松川）

歯　　　科 白馬村内薬局当番店

4月24日 日 しんたにクリニック 菊地クリニック 西森整形外科 横澤歯科医院 大町市 フジノヤ薬局

4月29日 祝 白馬診療所 小野医院 太田医院 師岡歯科 池田町 フジノヤ薬局

5月 1日 日 小谷村診療所 平林医院 若林医院 にこにこデンタルクリニック 大町市 ―

5月 3日 祝 横沢医院 横澤内科医院 松本クリニック 橘歯科医院 白馬村 ―

5月 4日 祝 公済堂医院 野村クリニック あづみ病院 丸山歯科クリニック 松川村 フジノヤ薬局

5月 5日 祝 栗田医院 大町協立診療所 吉村医院 宮下歯科医院 大町市 太田薬局・フジノヤ薬局

5月 8日 日 神城醫院 栗林医院 はーぶの里診療所 岡江歯科医院 松川村 フジノヤ薬局

5月15日 日 しんたにクリニック 伊東医院 平林メンタルクリニック 砂田歯科医院 大町市 フジノヤ薬局

5月22日 日 白馬診療所 柿下クリニック あづみ病院 竹内歯科医院 池田町 フジノヤ薬局

5月29日 日 小谷村診療所 遠藤内科医院 太田医院 武田歯科医院 白馬村 ―

19



広報
は
く
ば

発
行
・
白
馬
村
役
場	

〒
399‒

9393　

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
７
０
２
５　
　

編
集
・
広
報
編
集
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス	

http://w
w
w
.vill.hakuba.lg.jp/	

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
１‒

７
２‒

５
０
０
０

姉妹都市コーナー

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

人口：9,156 人　男：4,559 人　女：4,597 人　4,059 世帯
 （平成 28 年 4 月 1 日現在）

※ 上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

早春の大イベント閉幕
　河津桜まつり実行委員会は３月11日、第26回河津桜
まつりの来遊客数を発表しました。期間中（２月10日～
３月10日）の来遊客数は89万3443人で、昨年（80万1330
人）に比べて約11.5％増加しました。今年は開花が早かっ
た上に花が長持ちし、河津川沿いの桜並木周辺は、連日
多くの来遊客でにぎわいました。見頃宣言後の週末（２
月21日）は、５万7888人の来遊客が訪れ、今季最高の人
出を記録しました。まつりに花を添えるイベントも数多
く行われ、早春の大イベントが閉幕しました。

町道山中２号線開通式
　３月24日（木）、太地町大字太地地内で山中２号線開
通式を行いました。
　この道路は、1985年に工事が着手されましたが、1989
年に財政的な理由から工事が中断していました。今回、
国や県、関係者の御理解と御協力のもと2011年に工事
を再開し、2016年に開通の運びとなりました。
　式典では、はじめに三軒町長が式辞を述べ、下和歌山
県副知事から祝辞をいただきました。その後、三軒町長、
山下町議会議長、下和歌山県副知事、土井東牟婁振興局長、
寺本那智勝浦町長、岡本太地町区長会長によりテープカッ
トを行い、開通を祝いました。

4
2016

vol.475

編集後記
　雪が溶けて日中の陽気が暖かくなり、春の訪れがますます感じられます。外で思いっきり遊ぶのにはとてもいい

気候ですが、花粉症の人にとってはとてもつらい季節で残念です。洗濯物も外に干すのもためらってしまう人もい

るでしょう。ですが、いまの季節しか味わえない白馬の山々をはじめとする素晴らしい景色があります。白馬は四

季の変わり目がはっきりと分かる数少ない地域のひとつでもあります。ぜひ、一歩外にでて春の訪れを楽しんでみ

てくだい。� （広報編集委員O）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116
※地デジに関するお問い合わせは…
　デジサポナビダイヤル　0570-07-0101
　　　　　　　　　　　　までお問い合わせください。

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成28年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

村政情報はホームページでもご覧いただくこと
ができます。 http://www.vill.hakuba.lg.jp/

広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

花見客でにぎわう河津桜並木


